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令和5年度 島根県立青少年の家（サン・レイク） 主催事業

学級や集団づくり、人材育成、チームづくりのヒントに！サン・レイクの「なかまづくりプログラム」
を通して専門の道具がなくてもできるアクティビティのスキルと理論を学びました。

なかまづくりプログラムの流れ（演習の様子）

アイスブレイク‥活動者の気もちや体の緊張をほぐします。 ディインヒビタイザー‥失敗を責めないなどの雰囲気を作ります。

コミュニケーション‥課題解決のためにメンバーとコミュニケー
ションをとります。

イニシアティブ‥課題に、「目標設定」、「話し合い」、「協力」
などをして課題を解決します。

4つの約束

一生懸命に
(Play  hard!)

公平に
(Play  fair!)

安全に
(Play  safe!)

楽しく
(Play  fun!)

理論を解説

実践する上で大切にする考え方
①フルバリューコントラクト(Full Value Contract)
・学びあえる環境づくりのための約束
②チャレンジ・バイ・チョイス(Challenge by Choice)
・自己選択と自己決定による挑戦

参加者の感想

・実際にやる側(児童)の気もちになって体験することができた。ま
た、ファシリテーターとしてどのような声掛けをしたり、どのよ
うに振舞ったりするとよいかも学ぶことができた。

・今回参加して、活動の中で勝手にねらいに近づいていくというイ
メージになった。そのためには、ファシリテーターの役割が大切
だと感じた。

・教師だからといって、指導するばかりでなく見守りながら児童の
力でどんどんやっていくことで力がつくと分かった。

・初対面の方と協力して何か一つのことをトライすることが新鮮で
した。チャレンジの度に振り返りをすると次に活かせたり、自分
へのフィードバックにもなったりするのでとても有効だと感じた。


